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巻頭言

酉囲稔

 2月5!。画から長崎水.試噌麗かれた瀞・馬暖流調査ジジ球ジ

 ウムと来峯度実弾圃?打合せ銚出席の機会を紙一大撃
 や水郷発琴は特別格とレセも・地方本試あ鯛鵬雫試験
 を科学昨紬し・考雫し・雛し干れ咋方面の鑑鮪苧
 蝸し即鮒る場面叩千・・輔この甲壷差6始まつ.た馳一
 堵べて格段の進歩で華ると職じた。・何?壷擦だつそ?沿農
 籔源姓枯れて漁民は食え寺、遠洋も棉ぴ方苧止っている観荏、
 学.1着率つ走連中の〃ハで〃が二川セも余計に食える

 か?・と云う向も戸そら1・トや相当鋤あ加速いない・.
 だが帯しであ和鮎本試が従来の穣に・平材や原料を使っ
 て・.た一オ.魚.岬貿とれた・・と坪一なかった・製納`個軍'鴨傘
 したらうまかった、まづかった、婁残すのでは、金体の進捗

 健軍戯する櫨重ねの部分とし.て、勉の、或は後目の参考とな

 るところが率めて優かである・・何の'冒酌で、㍑な方法.で、
 卵どんな方帥;繕平は乞うなったが・.なぜであろうが・
 を追求す.る婦のも.孝に、計一圃μ実施から取まとめ鍛皆を
 や・らなけれ睦偶然曹駿いで進泰奉達は望菱れないし、又その

 た。めの吻凌幽岬後㍗㍗.沁とも争いてあ
 るラ。

 今回⑳金抑㍗か年平た水鮒の雛や皇趨し紀よる
 と、33年窺腰鋒は曲く瓢の鏑意から予算を獲糾・なけ虻ば
 杜帥し、蒐叩も艦めて職1を穣郁為が、靴遡戦遡.
 芳承試挺醤議費の態轡と里艶育本試、氷研、犬撃匁置承壷鞠
 係翻究機観励象く声茎、、率る国駒肥商って一鼓激カし・て胃く態

 ・勢蝸として'岬けて行く鞍にし洗いもの甲茎㌦撮鷺†る
 ことを許糾舳氏識沸㍗覇苧紳蘭の一搬括・
 このこと丈唯も充分であると考える。.
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呆流魚
 その後.躯・来るもの.
 プぎ・叉木勝弘

 それ収勿論借りて来た映画の題名で昧ない。うらぷれし漁一村

 再興を顧っての、水産人のつぶや誉と思って貰いたい。

 赴あ中がひとわたり落慶いで楽ると人闘は過表を壊しむ所謂

 号音掌という粥印を"こみ舶組飴の由来を靴たく
 牢る。そしてこの底に奉れている㍑…ソ的苧威鰍その
 磁的舳脈科挙卵あるにしろ透るもの寺もあ苧抑
 鹿鵬触その占、み一蟹国創案の文他発納として垂れに'〔童

 つ一ある・〕.散盛菌棄は青いμと多叫†になつ下風え.ぱしら
 けきった'気批な、るであろう.部・その即赴が血㌘あつむ
 酬あげて綿継義趨一国藻をダソチあぱる.こ,と叩奔してい
 る途上であった。その車の或る目薩南の或る村に文1一郡省の調

 査合がや?てきた。恐れ一舳くも神代三代に亘る綿・の・佳繁
 ま漉という.ことであつ㍉.村駅長響が㍗タの如/ひれふ
 して御案内づかまり、た。古老、物識り等親澁の譲都拳があ

 つめられて物偉し土はたことは想鰹に難くない。.そして素直

 毛この人達をはぐくみ曹でし村が.神々の故郷であるζあ.に気
 の遠く征る糠・な慶鶴威とよろこぴを康わった～=とも想像坦来

 る。そして牢郎その后も慶・やって柴た嫡省・県庁・
 、学1者、郡役所書9を重ねるに従ってその数は増したOそし干
 いりしか神の斬荏拗であるという官葉如さ、やかれ出し淀。
 とこる那である。この蟹になるとていていとそぴゆる参拝蒲

 路の杉並末は'無残葦ζも切株だけたな?てしまった調査痩{妾待
 費に食われてしまっ允のである。そして外部の1さ㌧やぎにひ

 きかえて皮肉にも村の首脳部の闘には棉一の御在所返納という
 一ことが真剣に協議されな氏めた原因は簡単〔金〕かか、りす
 ㌻ると。じはレくして公による神々の御在所戯の糧箆発表が
 あった。.この村繊萄窟からは守れてし菱った。勿繍いろいろ

 の鍾南があったに違いない、たんに村お首脳部のカラク亨・が
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 反映して池の脈もって行舛たも号でもあるま一レ・・私はた
 ㌻名誉・を獲得するため得蟹肥とつて腹あまりにも鰹鐘をかけ

 すぎる榊首脳一部の打算が靴人闘ら←レ'しテしみ、としたも
 のに見之千来るこ.とを弓ヅいのであ飢'
 その項の村の人達にとって禅の御在所をもって観光婁業に利

 用して一もうけをたくらむ.な㍗い台不ていな根山趣そ一・
 などと準つ苧のあ午帥辛宇・午つ牟ことに違い二ない・.坤虹
 途端冒がりぷれてしまう鉦のことセあったらう。一さぞ天舜降
 臨して雛を即㌔麟振即一端と.して畔鼓紬鯛
 雛表大宇が一農林省主催輔帥る、県紅色町魯を雫めて予
 壌人余を行ラ、鹿■堤島県は実によく金饅大会で優秀な成績を
 あぱる。予鎧.箪場ま.即.締.鮒村釦.費、予鍬箆帥i舶
 嘩貫がマ・ネ氏マヤ半ろ←く実によく固倒.を見苧・晴の、大会チ
 ャyピオゾを員指して奏に渓ぐ菱しい慈であ為二'全国大会者

 }緯を鯛与・るために蹄凡な努力なしでは神牢㌣・、とと
 ろがこのように輝か←き名誉を持ちかえつ乍ヂャソ.㌣れ・達
 のその后の材な一り町における活躍はどうであろ今か、それ鯛
 以外に振わ住いこの人達?.研究なり成果が町村の艶場準済と
 繕ぴ?かぬ尽磁にぷつたおれてうヤむやにな.づてしま5鋼が
 多いのではないか“目7/クー〃み洗=いなものきと翻り切って

 し害う人には埴は襯、はない。よラやくにして穿ぱえんとする
 ヒあ一粒の麦の種を育てそ.してそれが村の経済生・橘に永久酌
 にうるおいを与えてくれることにおいてはじめて意義がある

 溝蓑犬金入費は起、黒であり終着駅ははるかに遠v、のである。

 そうで汰けれぱたソ名誉を嬢緯寺るために経費をりぎこみ村

 や固体ポ文の奏効も帥いという薦業撮興と侭金く反対の
 藩菱象が村の}書庫姐しろ起りたことキ…=.なるでほ耽いカ㍉睦…葉大

 会人賞后のそ弘後に乗るものそれこそ我々炉雫から離して抵
 一.らぬものではないだるうか。
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奄美短信
 ζべ亭噸の強熱讐シケ紙'一合靱大らで雛
 鯛・・Cを記録しア師を震えあ岬㍉事務卵も初め
 て蝉岬置亭れ牟・いつも識緒紬色を出えている静
 宇岬戸内の海狭㍉白い波畔ぎんこ擦にくだけてい飢
 ・宇舳つヂも、やはり南、一左下旬ぶら開牽し注しめた鰍
 瀦關だし・一釧の赤如㌣畠岬足昭苧着の農†嚇
 一心た・・.ぶっている。

 製造鮒卸.うす銚航細片榊・莱叶ぎヵrつふ節製
 造.の塾備で雫寵の一アカ藩」を一一ソ.一ソやり・雫目の鮒立指
 導胆漁業係は大壷斗;・二在庫品抄い.薬局のサロゾバスが、
 川ウ売れこ.、縦も棉帥莱Iの蔚'景気がチ国ツピ用ぞかせ
 .て!1名。.鷲殖鐸は水産庁係官の来淋調一雫鰍その池準備
 一に細を出まんばか～駄細率予算、復興率雫予算と庶
 一曲猟机の共.に榊簿、OO簿をウ嫡々一蹟みあげている。
 ハーそんな.こん岬毎恥
 ・月・目、,伶輯良犬畢支庁辛卜犬細を鰍嬬る。一そ戦
 一夢美郡坤蝉率によ1・分場内剛水慶蛾僻実験室
 琴築1ノ。・{舜)々)テIラ.ピア養繍験地施設(・・坪)は)淺
 師鯛鎧率一μ1・)組梓.ぺ繰甲苧棚究施纐実鯛備
 嘉整備箏、・〆めて30鵬帥予算榊定し走こと㌣ある。
 .これら施穀を鰹機屯駆使弛薬るよう∵懸・の努力をし抱いと畷
 賢}岡一張切って一いる。

 六号牟ら分轟欄とし・て〃うしお〃め鍛頁を清一すことにな1り
 兜。..魯・榊騨細を蟻待するや価帥

 一一'4ξ一



 昭1和3/年,。矛3次I一㌔、

 南方かじき、まぐろ延縄漁業試験

及海洋調査報告書
.調査員永浜猛

 z試験の要旨I

 試験踏照南'兎に依る南方まぐろ薬套網漁繋…試噛調査を摺流1

 3!、年4月より今次航海に引続き3回実施した。

 此の矛3.牢蝉野の試験魏萱海区は03度N～05度珊.イ.
 33度固～ノ37度瑠の水域であって才2次航海より実施

 琴れた吉仁還水産高校実習生(5名)の.練習ζ銃纏運用漁
 ろラ)を・兼ねる銃揮ピてあつ施。

 2.調蛮の経過I

9)誠一1駿船照南丸9&93砲300馬力'二.
 出港年月目.'.昭和3!年!!・月島一0目一度虹島港

 入㌣目黒!隼"一㍗用・清卒;港を経て臨1
 漁≡場。パラオ島南方海区
 航濠・日数3β薗,/・、一・`
 ふ,、

.操,拳響.草6回
乗組員.瀞長以下2-7名

(口)漁具使用状況

工響竺驚璽夏引肇二乖竺璽璽三三里璽蒙璽
 1…撚.…・蔽京…銭1!…本
 ←・操業所要時間

←

 卒・・1
㍗∴1;デー
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  漁獲状況
   '

  漁種　きはだ　ばち　くろかわ　しろかわ　ばせう　さめ

   扇綴''尾数一'島よ;1≡
操業図

      「丁

      残.8I■1い一「5
      一(54一

      雌制

      3
      2

      ・、勺2I.      、.7351納牢擬細敬1・
      屯控一投鰯有向

      潮向速

      ユ

 へ紬.一へ況

、

 ＼矛3次航海q誌。海区ぽ'03師刈5度.亙咀./33
 ＼魔理～/・37.虞Eの示一綱セ6圃投縄の調査であったが

 、..・賦鰍呼遇外表の声よ・山側蹄獲無駄
干6一



 きはだ89%め`めばち呪・かじき類%の一紬で叙漁

 欝卿つたき舳体葵//ノ噂州一0鰍㌣㍗、
 .享・の小理敏一であつ㌧亨'
 !圃～.鯛の投縄調査漁場は雛細流山、浮泳掛触で
 為よ'ラかく軸低率を示しパ鯛/33%6国㍗2品
 7%のちよラ・獲高率の漁裏であ一つため惇葛。かじき・類の混

 獲率はクロカワのα/6～バセウρα06の低率芋ある曲
 これ等ρき・はだの胃内容は飽食しているものは抄く殆んぎ
 が空虚に近く儀か4ヵ、手ピを食」し繁解かい泳中・あや㌧型

 .捕の鰯筆と思われ吊同藩蟻芥近は引続き蔚漁のあるもの一と考
 察・され・た幅

 尚同漁婚の漁潅鉦は薄割に耳り枕臓無線筒の閉漁中の当業一

 溜讐に無電癌絡速報に務めた詰
＼

 くろかわ・しろかわ・ばせう体長重組成
 ー'一一一し'

 一「 !o''

0

 しろカ■ヨっ!昆
5

 _一_一____血端舳__舳__一_叫_'」===::

 ぱせう5.星

 51、,.!・・
 〆'・
/

,¶0

『

7
 1・/〆/くろかわ・2尾一。・

 瓢差弼π郷紳引髪

 」7一一



 きはだ、めばち体長体重組成

 ③きは.だ、ばち及かじき類の体長組成
 矛。婁次漁壷缶強調査の漁獲物の主体であった(きは芦)6
 ㍑7鮒・・一6・尾幸嫡出し.!めぱも)の47尾かgき類
 ̂駄舳て体長渕壷を行なった結果.きはだは//!
 一ト㍑㈱のふ型備が抑あ.り…!・鰍師の着集魚

 ノア23甲州いる:め岳羊毛及か㍗輝熾千数がア・
一8一.



 、三か一…κ一つで別表に甥麦っ・し牟..一I三・.'
 きはだ及ばちの雌雄割合
 ド蓑め滋りぎはだ67易;露に借き錐雄螂宥験1圭1し走=磁6

 参%嬢㍗%の琴舎㌘めば戦言魚鯛鍛牟..銚!慈か㍑
 麗頂細だと爾寧耀60㈱舳0%洲琢・れも屋鯛;仁媛・
 が姦・かった、穣甫ある虜・

 きはだ雄雄割合

       i禰塁コ.二三]j二仁.±.一F-u-1=一一山'''一1-I・I-0■一'一一一       5一■一一.4       }』'一■一一'謙一一一一帖'一
       雄.茎        一二…■一■丘.担∴し46.一■■'一■一■/6/一一37811,一'・o一一

 
      
I

       『166拓、エ迎は饗五迫I69%.59%.60咲       '一一一^一一^'一}躬・・I・一'咄■一'`'一『.'一一.一''

       簸       i3;4!456¢夏㍊饒幕㌦蒜η嘉       一'一一一'}'49狭山一40咲
 めばち雌雄割合

        苧讐二÷三岬撒
        I64%57%・6る呪'』`■1一曲三'23%5I5%帖73%.60%
        I一一.一'一・一■三二コ■'!=生'。■一'

        ■一^'一■一'

        34一I一        鰹/31/ク尾、
        '一一■I一'一34%43%3蝪3クW54弧■■一一一'一一一一、皿'岨'』山9一・}〃固 〃固

 ◎稜縄剛(嘉よう獲)出鶏塞及魚種男1の高よう磯率
 さはだ。弗1ぱ私のゆ弓泳潔慶を一飽る,薦め一肥稜縄瓢に依え

 キ'・茸蝋
 曳まう鐙単を昆たポ(圭ξ)も&めぱちは。d-b&の蝦とある

 も之は!、I艶魏,水漏。潮職速。蟹出没、其の紬の壌鋒に僧
 り変化1があるものと盛わ・れるので今後調査研究の底饗を認
 む目
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                 一鑑糧.幸.はだ'め一ぱ=ち一..か・じき類

                 技縄別一美回a一'bC速・'不aもCd不'一abCd一一不:計
                 !3・・2!.2!2一!

                 .4!!0!                 .3・1.2327!'3!■.、104}一
                 .4234242!2〈!!7e83                 一夕!!2ノ6'孤2!3!

                 65862zぶ68!!83

                 L坐・・舳・・43・7一!!!句!q・ノ.笥!丑空

 サメ喰の被害率

 Iわ塗の被害率は淡琴に示す雫り魚種及漁師数肥依って琴
 Iなるもの1と盛宴)れるが1圃鷺97%が今次鋭溝の高率で6回

 目.の仏4%平均被当率牢タク%を示している屈

         ■素メ瞳の綾警率

         .,数!2345`一一一■一L/3          6一計

         歩,タ'あ漁鎗尾数93!

         漁長率∴};㌔一'・海まぐち一3μ身9!04ノる775283692         マグロ類一ま'4'38!8
         かじき類3ク33/04./7083283
         まぐろ、..女3986/3タノ0}43

         獲一害一尾.舳縛1一'
         数i計1.仏.3986/3・43

         燃夢率%.ヌ75833・z96仏496.ク仏仏3957/

         川村i.∵一ダ・一一一
 一ノ0一



 魚種別漁獲高及ちよう獲率

きはだ

めぱち

くろかわ

ぱぜう

しろかわ

海況

水温鉛直分布
予三次航海

 は輝ろ.戸試
 ・駿調蛮加圭

 でありた。為

 め大平'漢雅
 I断観測は間

 隔の比較駒

 長い一目一

画重牛扇測
 を実施した

記録(別表

参照)漁場

 灌区め海況

 を次表に俵

 りその顧向



 を見れば表騒狐縦痩～〃ク弓'一季示し…肋届猟平均
 水温狐1・震舎甲一この駅舛!撃零一雄の勘'宗一い0θ。
 祐届バ阜度。μ0拠碑反8度菅示して・いる繍とも箆
 ・紅水温分舵勅川・㌻師辛ぬ・㌻・の漁場嚇里
 低水温の坤級・鳳られ一この帥潮胃舳・3臥/・・
 慶麺嚇近よりリ`固へ延びる繍肋水帯の主軸かと愚はれ・
 これ海区・・袴に今回の好漁場が穆成さ枠たもの一と考黎され允帽

水温垂直分布



第三次航海航跡図



操業日誌

使用鉢籔
 使用つり数

尾数
縄方向

盤__並
 終一り
 始め

 終・・り
漁具使用時間 キハダ　メバチ　クロカワ

 シロカワ　バショウ
 ■一I山山山一一一'T

メカジキ

 そあ物

 1シメ.領



観測機関名.鹿水試 観測線  開聞～あま美大島  期間31年11月20～11月21目

 備考・魚群・汐国、海光・変色水・急潮・海鳴・異状

 8・9点の塩素量は採水瓶破損のため測定不能



収支決算

 支出の部

晶1簿.ド

重油

!

 へび油

氷

餌料
フレオンガス

消耗品

数簸

 3ん2θo雪ット〃

25ρ4

24トゾ

 μ0箱

 3σ塗

鎗一緯
 仏紐4!6σ,

3ヲ2510

 虹0θ:0..
 //ユ0σθ

組0010.

3Z000

 (漁ろう機
 関。甲板飯無電
 電用)・

計  72畔10I

 収入の部

魚種

きはだ

めばる

 かじき類

3,982類=300毎

458謂13001匁
 '、23戸霞雪00匁

 紘る7£鷲ノ00彪

平均単循

 5仏2円ク6

 方¢5筐ヲ8

4/5湾85

.金'綴

 〃6五紡3隅

 ㌶〃泌陽

 ノ攻ユぎ49曜

 ふ鮒仏0仏8円

一遂3千.



(漁場) 海洋観測表

 トし一ψz一

        月目!!3一!パ〃ユ2μ..3/2.仏/2.5
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観測機関名.鹿水試  観測線・正午観測  昭和31年11月23日～12月2日

 42三乃ぶ寛は荒天のため欠測

 ユ/～6までの塩素量は採水瓶破損の為測定不能



 旦土」宜

 天候　気温　風向　風力
 透明度　波浪　階級

ウネリ 昂

刈



 一＼

べ

 r縄、調誰則

 1雫弓畠蓑ノ書
1円

ヒ  分'ノ//200ゴ2・～200ぽ3/204・'仏〆20

 獲…13')uむO
㍑ヨ
段.
1鰯置

 ,薫斗三宝1.稚㌃

 ;蒔11‡寓

       縄欄箆、慧1!9≡。;.桑1.23

       慕二一「丁蔓し一〃121王1;!'3クニ〃ノ。ゴ一郡3/447        一
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       ■}
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       .鰯.廃風力瓦W瓦8理巫瓦班N丘N6NW!0

       '.凸一

       蓄箒3汁琴蔦830        ～/4
       I一

       .ウネサ享鳶.グタ1μ

       帆鵜瞬式縫織童壽稚鱗・■稚(嫡
       フ隼義0うz£ユよ.o.一㍑620辺
       芋拠.苫・26.2.8む       

 
一

       官26./片        .'2/しL_"       リつグ〃↓       ,一rト245
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 瀬物一本つり漁業調査(民間船乗船)概要報告

塩顕正人

 ・まえがき一

 本水試溶岸漁業都調蛋誠傭の壷要項嚢の¶つ老墨近海紅お

 ける瀬物一本つり漁業試職も選繊㍑1季を経過した同この鞠
 民闘経営紀於いても比較繭よい経書がなされて療先様噴ある

 が鶏寝てば}定漁場に為ける嚢中鶴叢牟ら藻る蝉均漁鐙の降
 下を示すに至った場このことは本水瓢においても騒肥蜜摘し

 機会ある舘俸機討を加えて来尭と～二ろ筆あるがとれを麗成漁

 場以外の漁場に描いて1.調奮.簿自らが葛産の縞鑑率を繋証する
 ためには諸般の状勢の制約があった。、牽い大分県佐賢麗.漁鶴

 所属楠盛丸において腔麗鬼島漕を糠魏とし東貢郡艦ノ00k

 練に動漁し雫の碑績にはみるぺきものがあ榊で加担一て懸案
 の調査要額によって姦船に乗播矛州・興の繭鷲を蕎った山

 概要・

調査期間

漁

 “昭和32年/息/5圓～ノ月20目(内操業3
目,往復3目)

 東支那海(駄蜷島西育、タ5浬)N30度瓦1

 28畦30分を中心紀'皿回より一SWに流れる漁

場

漁船概況

 ・o大分際佐蟹麗販漁業鶴爾組合所属漁蜜九

代表管理者煩川与爪筑

 d総竜数6,408略轟さ2α4μ翻鰯仏9
 ・7・晒二、潔ユ雄6・胞

製道場所静岡皐撰茂郡松蟻町.松鰭造船爵
 ○進水隼員建昭和3θ年6月

9

 I一〃一



漁

 ・坤午呼鯛ノ仰帥ノ機
阪神内燃機関稼汝雫杜
 0補機一室菱ダ・.ヤチTゼ〃4一馬加機
 ○嚢電機ノ0gV7・虹W〆機(裳漁、・作業、I
船内燈用)

 ○発電機ノ.屈V-3虻い'機(鯛)
 ○冷擦設糖フー/オジ冷瞳機車馬力8機(7
 レ青ソガス充糞35豆11)

大阪金属工業製維

 'O鮪琴蟹.篶雌戸穣ノ機(冒綱何
 〃1愛宿鵠/機(小林製惟)

 オートダイン受信機

 ○スペリー武ロラン受信機

東窟酎籍製搾微式会社

 。豊一2o母型篤灘探衛機.〆機

 気息k水産電気工業株式会幽
 ○燃料蹟載最重一泊グ3,500〃一}〃・

 必要に応じて

 鯛滴・ノ80〈鯛.罐を純)
 軽一渡54〈〃)

 ρ.氷'4屯

 漁具今次は瀬1魚は六つり漁具幸便親した加同船洋嘗
 時まぐろ一本つり具さわら曵鰯漁具を備ラ。

 ○瀬漁一本つり具二体構遣

 遺棄蹄糸1かぎのう)ノ0～㍑号300事
 かぎ渋染

 縄まがり.z5匁三3打。絨撚含曲巖好一撮

 のも⑳魯55r朽熟描身喜θ鎮勢鰯
 'I躰。匁絡200匁
 幹森一書茜官てぐす/3匁'∫匁㌧ノ5遷

 枝糸鍍燐一.岬紅・命綱欄・・～倣
二/9一



 つり針ちびき針'孟〆声、㍑一・本
 (つ域皆は勝糸'に稔策す、長さノ寸)I

 鯛鰹∫個伽・6匁中揮…匁
椛200匁

 ◎赤源つり具(幹糸のみを.換えて艇用する)普

 禰一本?りξ併用使用す…、
 幹糸髄官てぐす最大なものを旗糸の敢付けに

 より変る。I

 技糸嚢燐3分身鶴りエ首専任意固隔に
敬付

 つり針ユ6中附.,まぐろ針傷塑を麟糸にて絡策
 ○まぐろ一本つり,具(伊豆南方海域にて使用、餌
 料はいわし)

 一奏県洲飼付漁法により準用されてい紅漁
 .ム、・漁法に類似すフイ.ヤ4・井・虚会㍑噂
 のりり元

 ρさわら坤宇.鯛奥。.普坤思さ…れて/!る漁具意嫡
 鴬傭して当り。

 本航海消費、独那.姦肥よ手と総議費駒㍑萬円価の寓
 で綱明㌘狂い)

 氷・・=3晦・
 一餌料冷凍いかZ0〆きぱあ0ン(赤魔つり馬支
 漁具一軒森並に錐玉の消耗著千のみ

 燃料重油一皐460四ット〃一

 、言閣芋膏～曲60遷ット〃

 軽油著ヂ

宝腕藩碗水勢

 走たるめ単独輿の飽(醜毘.露'県漁逮鮮魚部)
 !ク66〆塚00匁代壷8卑Z829智(3国

操業)

}2-〇一



 〃・附紙一㍗〃呼(鱗鰯・竿繭、
 運営について
 薗雛鮭鯛漁師有給儀と捧って、願州民、自己触.
 と、政府資金により.簿;濫されて:掬り、個人十歳}経営悟あるね

 め蝋綾雛犬締融しべ鵬より養蔓.1ぎ残額曹蝉年乏
 船.貫4.5の割にて鶴秀されているφ
 乗艦員騒頭ソ.名(鰻用罵)

 船長、鶴鶴長、簸綾轟儀全3名
 漁夫～喜薦(内ポ窯は茸一一責ぎ、最習として桑船)
 謙一～填覇

船価格

 船館喜q9藻報....一.ぷ?θ轟躍

 寧ローラン110萬円

 尊墓θ萬聾

(議鰯綾推大騒)一

纏轟.

 綴麟.・誠沙I灘棘傭譜

 ψ;は榊曇¶I・・?.柵靴砥鎮畷鮎蝶≡窩麟
 バ.理3ノ鵜堪棋亙.轟〃
 荷メ.、、索岳鱒柳一融
 〃㍑。測妙繭タ、婁.、夕郵桃～減4音

 ノ建㍑.覇・・?童5鱗鰯篤鷺事蜜窮瀬.欝え、逮靴加響鰯轟、
 強く、秀犠懸桃し尭ので1進蟻事潜磐覚・繭麟清す、グ鼠θo

 ・㍑饗之～岳酵.寧潜姦星三I糠鶴え、粟候すこし寓麓し勉が駿

 践宇呈1遼1、.勅ミ窯1三事、～2,30鱒激曙蹴逓肥鑑し榊一茅y.

 噴一口.搬.は参蕊棚臓れ於慈あ㌔ぷ榊)

 ㍑1雛の轟戯紀・く簿欝麟投鐵惰綴の壷蟻)一弼橡紅て麟言
 妾選'識擾・趨竈,誰池灘めるも.鉾櫓慈{。へ夕董歩・めより中リ騒肥一亮撃・

一2!一



 _と(80～!20肌)餉=僧一皮麦妻とな:り、前半架一00〆ち

 よ・獲丸、〆{
 ノ9冒歳圏より膏臓き錘叢争範2麟翼より魚騨亀ん下し、

 甑付緩ま一んとな1る出撃まづめ薯ぴ簿丘静漁となり払。o〆
 営揚く'4茎覇範覇と踊儀亀簿撞認めるも顛=紺綬雲。毛、碇懸紀

 帥嫡舷く恋糺一緩紅尭る舳橿靴り繍のこ鮒
 蔓欝との轟㌘海る。宇髄中二交代にて体寝す。

 ㍑蟹.宇削時蟹よう天候鮒に時侶となり、船の動鵜激
 しく操業困難となる自在蟹一㌘3蟹亭の鍾麓擬繋である。漁
 ;薫も育苗目と一百じ穣ミな獣葦婁てFあり育菱半Iに塗り捗=三字翫二隻耳弄干も藩≡

 く凌るつ
 19自年前2時餐こ鼠カる位の強風で波浪罵く擬窯困難の
 為断念し帰途偉つく。

 身0蟹予・滝より聴くれ苧・戴:5時30翁鹿児■騒人溝…す

 1考察締漁場について

 ω.嘩瑳痘・の鎌鯛跳.縦し兇鮒秘り、蕎漁船とも・
 .藩題玉に顕謁きれた繋る蕨む藷瞬(31)銅～遂鏡。剛凌

 .騨繍機の夢魔纏駄よりて・調費鱗さへ鮒をけ
 いろ、そ㌧て3、μ繊壌は餐鵯秘簿肥ポしで、.

 ・・一・として二院、.。・
 一鏡を湊轟擦働鑑紅て索翻し、蜘そま妻な都ら操繋すると表

 戸釈混㌘あ.る・。特陀・ヒ騒、走爵、締鰯確巖と咄遵の碗れ組
 1そつ下調螢帥て舳る牧(黙し呼警鮎く跳鈍羅
 吟窮:為した場嚴を後から.後から擬繋ずるだけ一ぞ、精塞度の

 }帥・調蛋ではない)轟楽魚りり鳥と章壇島.営繕ぷ艦丘の即
 島東支那痘のタ00線肥沿っ花魏蒼鋼なされ、覇実地した

 た.めに押当の磯を上げていぺ
 ㌃例今次航馳麟繁邸一漁場の東側の'鮒
 畔卵寺、・亜離坤がな1醜できない舳・帷阯一



 多・・度・・分を中心としチ・.阯苧・・れ細長く榊て
 いる模様鮎る。(詫鋳乗船の紬鯛鮒調.萱幽来なか
 ったの㌘、騒顕の霧を郊箆して土の曾卵饗.技㌘ある)
 鯛も㍑・筋の繍も鐸舳へ雷率嶺も・〃.1篠声
 ら・なっている櫨㌘もある。災額銚繍よ1〕念碑畔鮎
 て驚差I場釦ζ1競い棲にも轟、われ潅い(藻・繋中猛異.の・菱つ一・炉

 鎗戦繁く、漁具の綿三1鰍一が、紬蛾雛は師し
 准いかも釦枠淀いが)さ、装に弼漁I揚よりw§俗トゑ・o浬お
 きに2.3ケ所の漁場がある銚擬冠紬今弼漁場紀擬業を
 集中している灘混であるG

 葡記翻癌に於レくては!2月よりノ、屠上旬ま育に短鶏轡(5

 目航海)の棋臨海抑。o、.o〆以上の水揚帥て叩の咽
 合一勢分一撮業されると愚ラ。

 土説の・糠、褒.支部藩の瀬無一・容つり濡場もが.つ櫓つり総叢と
 '園.…オ急場と一)て詣肇藩董圭墨糞姜さ者'二る葛套に。より…十騒調蔓義され握董秀

 漁場として罎.騎される專と.愚考する。

漁混

 調壷漁場濱おいて昼礁遠鏡碗蠣季・擦議Lた紙.率暮

 鯛1ζも萩1撃の繍雛鮒載漁比迩㍉舞昨擁い㌣
 糞の飽憩響たるめの鍵射1圭灘がである鋼、夕雲寺苧紀年る
 寺、利一・。.㍑伽の李融1.鮎を勧め鯛紅響1飼・嫡し
 く徒る一〇

 り金く鰹持高舶しセいる牧護㌘塞Iる。加縦獣態壷愚薯
 ずる肥夕重青・め鐸≡蕨より銭…嚴虻{義餌ゆう諸{ゴ目るむ噌はない
 加と・藤ラ。、

 つり針!もノ3本をウげてあるが、6～8麗位が餌紳あり、

 一因揚肌戸㍗〆以上島よラ盤され糺
 無体、夢大曲,嘩長60～75鰍叩20γ25鮎竿率!
 〆!00匁、ノ〆500匁で魚探一軍録よ・り想家するに・李・
 泰'と思考される状況である。漁・睡丸にてはζあよ誉なたる

 r23一一



 和好痛は企業以如ごと碓1;珍らし・・帥亭る{一
 々 夜た・・σg・一〃・乏・ρ戸も章1よラ獲して{当嫡
 ～漁場発見につ肌同様吐櫓漁が得られることと思彰される。
 雇傭につい七
"'(1)ローラン

 醐野間池、釜山、沖縄の米軍塞紛舳J蛸電波を琴蝸
 (700湧以内は艶ぶ波を使用するのがより亜確である

 レでいるぺ金く漁場蝿決・竿賦繍雛のだ帆利
 、薫が多い。一然し漁睡克にて1は琉倉移鍍馬は鑓来ないか幸
 恵う(然し漁場灘篤には充分肥茅ヨ馬されている。)之も
 試験場と立場が齢た帆壕6なる漁蕩位置醜湘駒憤
 あるからだと艦.ラが。今葎は酒^ヲぴ健凝により曾機の

 鰯から端と五確凌碑鷺が又露駿蓮都一が亜艦に
 つかめて、(徹擦と併鮒,弧ぱ)纏1題ふ延騒鯛牝為轟
 も'充倹肥縄来ると鳳著する。

胆(2)冷凍設備
 フレオン冷凍機の坤カを嚢霞し魚艦、在ケを=〃㍗
 魏劉、、氷の鰍紙簸鶴餓郁ζ重黒が為カ池、嚇蟄糠癌
 ξして、立派肥言駒1為身達臓きれでいる。

 {二繭綴や熔慨・ぷ。電衆磯識Lなけ肌酵鐵漁㌘き牧レ中鈷総蟻

 設備の晃,め、・一岬を鋤・繊蒲い・瑠』の観1総が躍
 、来るとや.叶あ孔フレオンガス雫打呈ζ竜・充鮒
 処は充分=だと云う璽r僚あ.る。叉鍍瀞も堆織憤旋く海鐘探

 蟻の拒め瘤津魚として=ラ矢毒害づ出るの竿勅のやから春早・持無菌:と

帖

 一…2弘一



 東支那海まぐろ、かじき延縄漁況(第5報)
遠洋部

義一般概漉
 峯鈷壷ヒまる夫候不眠な尭め今月は罰月に此し稼癌隻数が

 辛帥礎らそ漁獲一数も絢・ψの滅率を余レ仙{る・・
 漁場壱前角と賂々向穣であるが若干南方に移動し次の、2つ

 の轟域

 ∠北緯2名度～2ギ軍一東経～畠よ度㍗!2-7度間
 2、光線26度～多9度東経!22度}!24度の間
 が童赴漁場である。この南海域における魚種別艦式を見れ、

 坪明海醐土物の漁獲蝉くフカ鰍極く滅州舳㈲
 の潅区はく!)と反対午フ辛類の漁獲が厘倒的恒多く上物は殆
 4ど.見られない。
 呼漁種別のちよラ獲靴苧ばちα・・%紬びんな汽
 挙はだの胴を占・めかじき類は少い0〃室・.冶亥

        紬東支那海まぐろ、かじき延縄漁況図(1月)



漁況調査集討表
 調査期間31年12月14日至32年1月28日　調査船数　7隻　調査港

襲.33年4一居28圓
鹿児島港



黒蝶貝養殖試験

諭田一耕作

 一、目的

 黒蝶.貝の半円真珠が短期闘で形成さ・舵しかも、高価に取
 引されるどころか亀黒麟員養殖の普及を・ヨ.融とし一たO'

 ≒・養殖の方法

 .!5筋前後の猛宗竹2本を下図のと始り繕曹して養殖誰

 をつるした。一息浅ノ.ぐ来

 三、養殖場所



 四、経過
 (イ)核入期日・亨峨舳焔ψ=9I日

 .㍗醜9月㍑岬1月川一・
 1一綱鯛手職名鮒Iにて鰍したも㍗一を率氷肝石.'

 .∵橘幽を靴㍗3㍗の博員を撃入し牟のであ亭が苧
 ≡坤畔1・坤秤咋σ実際核†したものは4

 'り月!17目卒揚げを行いノ9鵬水漁鶴の.船馳て・.
 当確蛾一ン・亭〃冒橡抜実鼠惟帷蔚と考え帥

 ...、。呼を・左・・欄鯛しんこれは購入貼・・鮒対し。
 七し0.'ゲラあ泰畠ヤあ剛ζ。

 一字I才1筆、
 z塞の販売紅㌧瀞支鬼獲荷した、め実際の昆玉が何個あっ
 たのふ不卵生城少'.しかし蹴方法としては㍗きり
 μて伽危よ,う。一脇羅陣甑局・
 2.母貝を糧子1島から購入し沌1轟雇1鋤はク月～8月はとこ卒

 .・∴.しゅこ操稿和8肩枇ならないと顯貝の採繍にとりか一
 .一.一からかレ“め二軍槙λの齋璃を滋し`て終ラことに汰る・そこ
 叩7層㌧8.員.に咳入するため舳宝帥で採鋪するより外
 肥・・なン、率に捻ると菖おれる。

 3.毒奏のノ.2螂…～'グ3哩弼は港こや一票I習とれるようにな:り泡ふ

 め施工繋者は.このような牛謙を殆んぎ顧り。み段な干・6寺
 .後.偉・14・郷啄五年橡を被用するよ、う碑錫くべきである。
 しかしこのためには大きな員、曲撰≡糖することである5o

 峨披してその.ま㌧繁玉湖蒲し千レ1る凶襖畔辛の適
 紬は鰯の議に従粥状である虫こ叫苧卵坤工演
 技術を習紅して高価に販売するよ,必湯冷をけれぱなるま
ほ“o

-28・



 煽蛾源の棚が奏・馬礁碑鮎繊育卵一方紗
 奏雛ぺ抑あ私.、え.一'1
 4麗紀泰蟻肥おける諜碑偉菩倉施竣駄驚源鐙の紛擾賦舎擾一
 神輔幽軸嚢榊㍗二と㌘咋

翻

 黒蝶貝の半亀灘は鋼識あこや貝の裏。霧貞醸留も皿瀦壇鐙

 鰹春鰐いろいろ赴薬品袷の艦㌘嬢妻あぱてこそ轟顧姐敏蓼1凄

 書れ芸もの㌘轟盟のまも噌緩犬し尭髄4慮は浅いもの㌘す。

 臨蟻墨察雫膿兼だ糞藷穣贈繋が藷漫し・てい蛙い乾め策雛篤

 灘波ダ4ヤ筆びド釣な一義霊晶と臨還いして、あこや鼻や㌧I
 蒸鎌景の変形疏蛍持込んで高癌枝駅引な歓願される方餅あ

 りますがヒのよう・な譲は特別な蝶を除いて無極値に近いも

 あであることを郷承鋼願ポたいものです』一

 r身9一



場内日記

遠洋部
 南方マグロ漁業試験に幽蹄叩繍丸2月8・“鯛揚
 絡で操業終え帰途にりく。!8日清水入港
沿岸部

 2月!冒穏手島東蒲の轟τグロ漁業試験を無窮終了帰港

 す。

 'ノ月2ノ目}2月星目小型漁船機関電気講習会

 .吉江、里、久恵の蒼漁鶴虹おいて

 2月20.目牟根揮発、鞍産権あゆ採捕試織の為叉木稜鱈
 〃さ{なみ〃で出港

養殖部

 1月24z冒

 臨児島市内で本県特蟹黒嬢員半円真蝶の駁売を初めての

 試みと.して入札に持した.所東軍・綿の山0流業…者'の髪幸撫を得
 か好評をはくした。.

 萎室:疑→半円真珠650列国

 倫蟹!μ25胃'

 一緒鮎㍗て㍗川嫌の帆縛爽独・榊よう靱.
 申れる。
2層8晶

 水藤学部と共同就職の湾内定点観測を〃かもめ哨、〃にて

実施

製製造部

 製造部の誇るでうしお煮〃が大事病院の給食に僕され好評
 をはくし淀。

 そ⑳掘県立病声〉睦屋航空隊桓苧の予約もあり今後〃うし
 扮煮〃が'般消費者φ食生活に大いに貢献する圓一一もI燭近に

 せξっている。'

・'30o



分場日記

 漁業係・・

 !周!2}!.4富漁網改書稿鈎金帖よを漁具佳並指導

 瀬戸内断婁溝くキピチぜ四張網)

"

 瀬戸内町蔵名(キビナゴ甲張縄・待絹).
 ク月!7百照南丸産子ブナまぐろま魚婁慧言交葦…麦めま翁{灸審喜竃

 ノ8・圓遼摩漁察と水産教育のリ裏1談会.於酋像産高・狡

 (五野沿澤漁業部長、照薗丸船長、楼蘭長、・

 漁るう長、無線局長、竹下調蒼員、顧戸内町

 役場、商絞、中掌校、小学1校長、水慶関係鶴

 顕、高校実習螢簿多数曲庸)..

 パ4嚇・蝸漁臭佳鵡導、げ艀敷網.笠か建
 仁、寵郷村、円瀞永良郡島、和泊町

製造部

 本居!0撫]二場裏萎{薦(壽竈婁姜蕎冒修、萎ま害薯の姻参1躍籠蓉饗≡、
 ～織且/0圓その地かつお漁期を控えて工場内驚鎗)

養殖係

 ・減1デ・碁.團のり類加工捗製籍具㈱..
 2月!目'・まぺ操酋抹況調査

 ・2舅9ぺ40百水産庁黒田盛務官ト矢野籔富、裏野水
 議醒長、鰍室鯛鋼業紀よる水産舳々加簑捻
状況調査

'3ノー



編集後記

 一句何なる鼠の嫡まわしか鋼タぬが無章者揃いの本場に・
 ∵〔本試供旬会〕たるものが離した。主に本試バパゾ
 =スである。幸い竹添遠洋部長が〔ホト・キス〕派とレて永
 長活躍されてきたので指導を乞うた。

 1集る考共の俳魔と云えば調査船から本場あて連絡す・る電文
 1みたいなものさと軽く同一視するものや、そのかみ小学校

 1病代先生からほ・められたという遠い記憶の鰍を唯一の誇
 峨とした面。。竹添魚旅氏の〔俳句について〕という諸を
 “くことにしたが聴いている飲軽・しくやるので舳か
 ミったと一同。.
 .頓智教室ならぬ・鈍智派による超一感覚の会が催し亭れた。そ

 れでも下手は下手なりに月例会二回、土曜目の午后撚案部

 室に集いして牛后のひとときをもつ杷のしい会とは租率つ
 毛。会を重ねること五回それぞれ供与なんてしやれたもの
 をこしらえて悦に入っている。こ、に代表作を掲載して編

 纂後記にかえる。

 摘む海苔のだ㌻よいゆげぱ茶とも

 措菊のくざξみの虫夢宿す
 桔菊は議場二の風にそよぎおり
 言固よりい.セー巴名目に海苔をτ手
 名目あり砂取る人の丸き背紀I

 j呪海・に北西風もやみし冬日か衣

 '1寒月につめたく光る無線=摺:I

 雪止めば噴煙叉もあがりけり

 寒月や土手行く人の足せわし

 寒月や竿に残りしぎね自し

 バλおりて星.を奪いし春の泥

 よといて強めく夜やラかれねこ

文

庫

撃.
慕

秀

暉

木

林

電
灯

歓

靖

人

松争手

綱乎

小松

渉代女

肥後.

誌峰


